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　親が育てられない子供を匿名でも受
け入れる「こうのとりのゆりかご」は今年、
2007年の開設から10年を迎えた。16年
度は5人が預けられ、10年間の累計は
130人。蓮田理事長は「ゆりかごに預け
に来る方たちは、 “人に妊娠・出産を知ら
れるくらいだったら死にます”という方も
いる。“死ぬほど知られたくない”という気
持ちを大事にしなければ無理心中を起こ
すなど、母と子の命を奪ってしまうことに
なる。匿名での預かりには批判もあるが、
匿名を貫くことで母と子の命を助けられ
る。“命を助ける、命を尊ぶ”という開設当
初の理念を曲げず、強い信念を持って今
後も取り組んでいく」と匿名で預かる重要
性について強調する。しかし、預け入れた
後、ゆりかごの前で涙を流し佇んでいる
人もおり、そのような人には声をかけて相
談に乗り、子供を育てられる公的支援に
ついて伝えるなど育児に関する相談にも
力を入れている。また、同院が24時間体
制で行っている妊娠・出産に関する悩み
相談は16年度、全国から6565件寄せら
れた。相談の中には一刻を争う深刻な場
合もあり、蓮田理事長は「相談者の命に
危険がある場合は、一歩踏み込んだ対応
も必要」と力を込める。ゆりかごに預けら
れると熊本市児童相談所が処遇を決め
るため、必ずしも特別養子縁組に繋がる
わけではない。「子供は施設より養子先な
ど愛情深い家庭で育つ方が、明るく、優し
く育つ。子供たちが幸せな人生を送るた

めにも、貧困などの理由で子供が育てら
れないと悩んだらまず、事前相談で相談
してほしい」と語った。
　昨年は、院内に子供向けに無料で食
事を提供する「エンゼルこども食堂」を開
設。家庭の経済的な問題や仕事の関係
で十分に食事が取れない子供たちを支
援することを目的に開設し1年が経過。毎
回約80人の子供たちが訪れ、賑やかな
ひと時を提供している。

　出産においては、同院が主に行ってき
たソフロロジー式分娩法に加え、陣痛が
来てから痛み止めを使用し、痛みを感じ
ないようにする無痛分娩の希望者も増加
している。陣痛に対する苦痛感を和らげ
るほか、産後も母親の意識がはっきりして
おり、生まれたばかりの赤ちゃんを抱っこ
することも可能な無痛分娩。「実際に無痛
分娩を受けなくても、“痛みが強い時は無
痛分娩で抑えられる”と、産婦さんの不安
を和らげることができれば」と話している。
　また同院は、産後うつ予防のため、退
院後に院内の病室で一日過ごし育児・母
乳相談や沐浴指導、乳房マッサージなど
を行う日帰りケアや、助産師が家庭を訪
ねる母子訪問、電話訪問なども実施。産
後もお母さんに寄り添い手助けするシス
テムを導入している。

　2015年には、“ホテルのような快適さ”

を追求しマリア館新棟をオープンした。
広 と々した病室は、一部屋一部屋のデザ
インを変え、バルコニーを設けた部屋も
あるなどお母さん方がより快適に過ごせ
る工夫を凝らしている。また、産後のお母
さん方には専任のシェフが作ったコース
料理を提供するなど、今後もお母さん方
が満足できる空間を提供し続ける方針
だ。
　1898年にマリアの宣教者フランシス
コ修道会によって創設された「花園慈善
診療所」から始まり、来年には創立120年
を迎える同院。今後も高度で暖かい医療
と看護を尽くし、地域に愛される病院を目
指していく。

マリア館の病室。家族と一緒に食事ができるようダイニ
ングテーブルも設置している

産後のお母さん方向けの食事会などで利用するマリア
館４階の特別談話室

産婦人科棟のマリア館。2015年に増築し、広さは2倍に、病室は計42床となった

“こうのとりのゆりかご”開設から10年、
今後も地域に愛される病院を目指す

こうのとりのゆりかご、
“匿名”で預かることが重要

無痛分娩が増加、日帰りケアなど
産後の母子ケアシステムも充実

“快適さ”追求したマリア館、
来年創立120年へ

今年5月、親が育てられない子供を匿名でも受け入れる
「こうのとりのゆりかご」が開設から10年を迎えた。
10年間で130人が預けられ、今後も母と子の命を守るため、
匿名での預け入れを継続する。
15年にはマリア館新棟を増設し、昨年は「エンゼルこども食堂」を開設。
今後も地域に愛される病院を目指し進化を遂げていく。
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はすだ・たいじ/1936（昭和11）年1月23日生まれ、81
歳。熊本大学医学部卒。医学博士。69年社会福祉法人
聖母会琵琶崎聖母慈恵病院産婦人科部長、71年同病
院長、78年医療法人聖粒会慈恵病院を設立、理事長に
就任、2011年院長に就任
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